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はじめに
司書養 成科 目の 中で、「児童 サ ー ビス論」
について、文部科学省 の 「司書資格取得 のた
めに大学において履修すべ き図書館 に関す る
科 目の在 り方 につ いて」で は、「児 童(乳 幼
児か らヤ ングアダル トまで)を 対象 に、発達
と学習 における読書の役割、年齢層別サービ
ス、絵本 ・物語等 の資料、読み聞かせ、学校
との協力等について解説 し、必要 に応 じて演
習 を行 う」1)と報告 されている。 また、「司書
資格取得のために大学 において履修すべ き図
書館 に関す る科 目一覧」には、以下の10項目
の指導内容が定 め られている2)。
1.発達 と学習における読書 の役割




5.児 童サー ビスの実際(資 料の選択 と提供、
ス トー リーテ リング、読み聞かせ、ブ ック
トーク等)
6.乳 幼児サー ビス(ブ ックスター ト等)と
資料
7.ヤ ングアダル トサー ビス と資料






豊か な人間性」 につい ては、文 部科学省 の
「司書教 諭の講習科 目とね らい と内容」 にお
いて、「児童生徒 の発達段 階に応 じた読書教




2.読 書 と心 の教育(読 書 の習慣形 成 を含
む)
3.発達段階に応 じた読書 の指導 と計画
4.児童 ・生徒 向け図書の種類 と活用(漫 画
等の利用方法 を含む)
5.読 書 の指 導方法(読 み 聞かせ、 ス トー
リーテリング、ブ ック トーク等)
6.家 庭、地域、公共図書館等 との連携
2014年か ら学校図書館法6条 に明記 された
学校司書 の養成 に関 して、文部科学省 か ら通
知 されたモデル カリキュ ラムには、「児童生
徒 に対 す る教 育支援二に関す る科 目」 として
「読書 と豊か な人 間性」があが ってお り、上
記 の司書教諭 養成 のため の同科 目と、ね ら
い ・内容 ともに記述 を同 じくしている。
本学 において、双方の授業 を並行 して担 当
する機会 を得 た筆者 は、子 どもの発達段階の
特性や、資料 の種類(絵 本、物語 と伝承文学、
ノンフィクシ ョン、知識の本 など)と その特
性 や選択方法、子 どもたちと資料 を結びつ け
る方法(ス トー リーテ リング、読み聞かせ、
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ブ ック トー クな ど)に ついては、解説内容 に
関 して、一部共通の もの としてみることが可
能 である と捉 えている。 しか しなが ら、 その
共通点 を認識するとともに、明 らかに並 び立
つ相違点が存在す るこ とを意識 しなが ら、受
講生 に解説 を行 って きた。 また、その ことを
興味深 く受け止 めて きた。
「児童 サー ビス論」 におけ るサー ビスの対
象が、児童福祉法で定め られた0歳 か ら18歳
未満 の 「児童」であ り、「読書 と豊 かな人間
性」 における指導 ・支援の対象 が、学校教育
法 における小学校 ・中学校 ・高等学校 ・特別
支援二学校の 「児童 ・生徒」であることが、共
通 と相違 を生 じさせているこ とは言 うまで も
ない。 このこ とをふ まえた上で、 「児童 サー
ビス論」が、社会教育機関である公共図書館
における、司書 による奉仕(サ ービス)と し
ての支援 を扱 うものであ り、「読書 と豊 かな
人間性 」が、学校教育 における司書教諭 によ
る指導並 びに、学校教育における学校 司書に
よる支援 を扱 うものであるこ とを意識すれば、
共通点 と相違点は、 とりもなお さず司書、司
書教諭、そ して学校 司書の役割のそれ と呼応
しているのではないか、 というのが筆者 の問
題意識である。
つ ま り、主に資料 の種類 と特性やそれ らの
活用方法について、共通点 と相違点 を検討す
ることは、司書、司書教諭、学校司書、 それ
ぞれの特性 を明 らかにす ることにつながるの
ではないか、ひいては、三者の専 門性 につい
て、一部で も浮 き彫 りになるのではないか と
推測す る。先行研究には、「児童サービス論」
と 「読書 と豊かな人間性」に関連 させて比較
検討 した ものは見 当た らない。そ こで本稿 に




本稿 で取 り上 げる資料は、絵本であ る。絵
本 に着 目す る理 由は、両科 目に共通す る資料
の中で代表的な位置づ けにあ り、物語や伝承
文学、ノ ンフィクシ ョン、知識の本 などで表
現 されてい る内容 をも内包 して存在す るか ら
である。むか しばな し絵本や科学絵本な どが、




に光 をあて る。張江洋直 ・池田裕子 ・安藤友
晴の先行研究5)の中で、張江は松居直の言説
を肯 定 しなが ら、「『絵 本』 と 『読み 聞かせ』
とはメダルの裏表の関係 にある。別様に語れ
ば、それ ら両面 を切 り離す所業はそ もそ もメ
ダルその もの を破壊 す る」6)と主張 してい る。
また、 オ ング(W.J.Ong)の思想 をi援用 し
て、「「絵本』=「 読み 聞かせ』 とは、〈声 に
よって聞こえて くる〉 とい う 『声 の文化』の
側面 と、 〈眼の前 に在る 「絵」 を 「読 む」〉 と
い う 『文字の文化』へ と架橋する側面 とが ま
さに同時的 に生起する事態 に他な らない。私
た ちが、 『読 み 聞か せ』 が 児 童 サ ー ビス に
とって、具体的 な 《対面 的なサ ー ビス提供》
とい う意味で 〈場所 としての図書館〉 という
機能の中軸 を成す と考 える所以 も、 ここにあ
る。 「声 の文化』 と 「文 字の文化』 の交差地
点に 『読み聞かせ』=『 絵本』が存立 してい
る」7)とい う分析 は、示唆的である。
本稿 で は、 「絵本」 と一体化 した 「読み 聞
かせ」の うちで も、広義の読み聞かせ に該 当
する と思われる 「読 みあい」 と 「アニマシオ
ン」 に着 目したい。 これ らに注 目す るのは、
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司書、司書教諭、学校司書 の視点で比較 した
場合、共通点 と相違点が より浮かび上が りや
すいのではないか と推測 したか らである。
その際、参照す るテキス トとしては、堀川
照代編著 『児童サー ビス論』 日本図書館協会、
2014や朝比奈大作 ・米谷茂則著 『新版 読書
と豊かな人 間性』放送大学教育振興会、2015
など多数が あげ られ る。
2.資料 と しての絵本の検討
絵本 は、「絵 と文 とか らなる図書。特 に、
絵 を見 てい くだけで話の筋が読み取れる連続
性や、文 に書 き表 されていない細部 を絵 で表
現す る物語性 に加 え、絵が芸術性 を備えてお
り、絵 と文が調和 して一つの物語世界 を創 り
上げている ものを指す。絵のみによる絵本 も
ある。図書館では、乳幼児か ら小学校低学年
の子 どもを対象に した絵本 を、蔵書 を分類す
る上で 『絵本』 と呼 んで一つの コレクシ ョン
とし、高学年 向けの ものは、各主題の もとに
入れ るのが一般的である。表紙が見 える よう
に置 くことので きる傾斜型専用絵本架や低書
架に排 架 され ることが多い。主 に障害児向け
に製作 された布 の絵本や さわる絵本 もある」8)
と定義 されてい る。
「児童サ ービス論」で は児 童資料 の筆頭 に
あが り、「読書 と豊か な人間性」 で も児童 ・
生徒向け資料 のは じめに紹介 されているのが
絵本である。その起源や歴 史、作 品 ・作者論
など、先行研 究は多岐にわたるが、本稿 の主
旨と関連 した もの として、鈴木千春 と永田智
子の論考がある9)。
「学校教育 にお ける教材 としての絵本活用
の意義 と可能性」 と題 して、「絵 本はその特
性 を活 かす ことで、学校教育 において教材 と
して活用で きるのではないか」10)とい う仮説
を立 て、「絵本 の活用状況 を学会誌掲 載論 文
と実践事例か ら傭鰍 し、学校教育 の中で絵本
が どの ように活用 されているのか」11)を検証
した結 果、「絵本や絵本の読み 聞かせ に関す
る論文 は、幼児や家庭 を対象 とした ものが多
く、教科教育 に関す る研究は非常 に少 ない こ
とが分かった。実践事例 においては、小中高
の全校種で教科教育だけではな く教科外 にお
いて も、多様 に活用 され有効であるという報
告が多数 なされていることが分 かった。 よっ
て教科教育 と関連す る実践か ら得 られた知見
は、論文 として発表 された ものは非常に少 な
いのが現状であるが、学校教育において絵本
が教材 として活用で きることへの示唆 を得 る
ことがで きた」12)と結論づけている。
絵本の教材化 とい うことに光 をあてる際、
確認 しておかなければな らないのが、教材 の
定義 である。 中内敏夫 は、「教材 とは、教育
の 目標 内容 を効果的に学ばせ教 えるために、
子 どもの生活概念 と目標 内容の媒介者 として
選ばれ、あるいはそのために加工 された、言
語的 または非言語 的素材 であ る と定義 すべ
き」13)と主張 してい る。本稿で は、中内の定
義 を採 ることとする。
学校教育法第34条(教科用図書その他の教
材の使用)で は、下記の とお り教科用 図書以










先述 の鈴木 ・永 田の研究 は、学校教育 にお
ける司書教諭 と学校司書、それぞれが教材 と




と比較する と、 どのような分析が可能 であろ
うか。本章で具体例 に則 して検証 してみるこ
とにす る。
2.1.事 例 による検証=小 学校 道徳
『に じいろのさかなしましまをたすける1』14)
とい う絵本 を取 り上げてみ よう。 この絵本は、
公共図書館 において子 どもたちに提供 される
場合 は、出版社 の説 明 どお り、「きらきら光
るうろこを もったさかなの物語。大評判の光
る絵 本」15)であ る 『に じい ろの さか な』 シ
リーズの第2話 とい う位置づけで、乳幼児 か
ら楽 しめる絵本 として人気 を博 している。前
出の絵本の定義である 「絵 を見 てい くだけで





で人権教育 の教材 として活用で きうるケース
が生 じている16)。人権 とい う抽象 的な側面 を
持ったテーマ を小学校1年 生に理解 させ る際
に、適切な絵本がないだろうか とい う担任 か
らの依頼に基づ き学校 司書が選書 した例であ
る。い じめをする側、 され る側、黙って見 て
い る傍観者 とい う3人(さ かな)が 描かれて
お り、そのこ とが本作 品を教材 として活用 し
た事例 を生んでいる17)。
小学校1年 生が、3人 の登場人物 と自分 自
身をそれぞれ同化す ることによって、発達段
階に応 じた人権概念理解 を促す という、中内
の言 う 「教育の 目標 内容 を効果的に学ばせ教
える」 ことに成功 してい る。当該絵本は、 中
内の示す 「子 どもの生活概念 と目標内容の媒
介者 として選ばれ」た言語 的素材 として位置
づ けられると言 える。幼児教育の分野で、森
光義昭 ・関聡が 「大人が子供 に伝 えたいこと
を絵本が代弁 して くれる存在であ り、保育者
が直接子供たちに語 りかけるよ りも間接的 な
語 りかけの方が効果的なことは心理学の立場
か らも言 えることであ る」18)としていること
は、中内の 「効果的」 と呼応 してい る。
教 育現場において教材 として絵本 を用い得
ることを意識 しなが ら、実際の依頼 に応 える
学校 司書 は、絵本 と対峙す る際に、常 にこの
視点 を備 えてお く必要があると考 えられる。
学校 司書は、学校 とい う教育現場 における司
書 として、絵本 という資料 ひとつ ひとつ に精
通 した専門性で もって、支援する。一方で、
司書教諭は当該教科及 び単元の特性 と、当該
学年児童の発達段 階の特徴 とを理解 し、教育
的見地か ら絵本 を教材 とい う読書材 として選
択 し、指導す る。
もち ろん公 共図書館 において も、人権 を
テーマに展示 を企画 し、児童サービスの担 い
手 としての司書が適書 を選書するような場合
に、上述の ような視点 を持つ ことはあ り得 る。
そ して興味深い ことには、公共図書館 におい
て学校 図書館 を支援す る際 には、司書 は一時
的に教育的メガネをか けて絵本 を見ることも
ある。 しか しなが ら、それはあ くまで も一時
的 ・部分的に とどまるのではないだろ うか。
なぜな ら、彼 らは単元等のめあてや授業展 開
等の担 当教員 の授業構想 を把握す る教育の専
門家ではな く、あ くまで も学校教育 を支援す
る存在 だか らであ る。
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逆 に学校図書館 において、絵本の 自由な読
書 を保 障す る際には、司書教諭 と学校司書 は
教育的 メガネをはずす場合が あることは、後
章で述べる。
2.2.事 例 による検証;中 学校 家庭科
『ベ レの あた らしいふ く』 とい う絵本 につ
いて、都 甲由紀子 の考究があ る19)。「家庭科
の教科書 には衣服材料の種類や衣服の入手、
手入れの方法は掲載 されてい るものの、衣服
の製作工程 についての記述 は少な く、繊維材
料 か ら衣服が どのように作 られているかにつ
いて学ぶ機会が限 られている」 という問題意
識か ら、当該絵本 をとりあげた。「手作 りの
衣服製作の工程は もちろん、付加価値の概念、
労働力 の交換、貨幣経済 の成立、科学技術 の
発展、家族関係、ジェンダーな どの要素 を読
み取 ることができる。 この絵本の内容 を、衣
生活の範 囲にとどまらない家庭科 の学習 に関
連づ けて、教材 として提案」 し、当該絵本 を
活用 した。
結果、「衣服 は購入す るこ と以外 に入手す
る選択肢がない と捉 えてい る現代の 日本の子
どもたちにとっては学びのある内容の絵本で
あることが示 された。衣生活の内容 としては、
衣服の製造工程 を理解 させ、布 を使った製作
の意欲 を高め る実習の導入 に使用す る教材 と
して有効であることが示唆 された。衣服製作
工程 を理解 した結果 として環境配慮や資源の
有効活用 に目を向けさせ ることもで きた」 と、
教育効果 を分析 した。
当該絵本 は、 中内の示す 「子 どもの生活概
念 と目標 内容の媒介者 として選ばれ」た言語
的素材 として位置づけ られ、 中内の言 う 「教
育の 目標 内容 を効果的に学ばせ教 える」 こと
に成功 している。 この際 も、司書教諭 は当該
教科の特性 と、 当該学年生徒の発達段 階の特
徴 とを理解 し、教育的見地か ら絵本 を教材 と
い う読書材 として選択 し指導す る。学校司書
は、学校 という教育現場 における司書 として、
絵本 とい う資料ひ とつひ とつに精通 した専 門
性で もって、選択肢 を用意 し支援する。
2.3.事 例 による検証=小 学校 英語
『くまさん くまさんなにみてるの』 とい う
絵本が英語の教材 として活用された例がある20)。
英語の授業計画 を立てている中で、繰 り返 し
がある英語の絵本で教材 にな りそ うなものを
見せ てほしいという、小学校3年 生の担 当教
員か ら学校司書に入 った依頼 であ る。
また、松本由美の研 究では、 中央教育審議
会 の 「論点整 理」(2015.8.26)において、
「中学年 か らは、外国語学習へ の動機付 けを
高め るため、体験 的 に 『聞 く』 『話す』 を中





どの工夫 により、指導の効果 を高める ことが
必要 である」21)と述べ られたことか ら、英語
絵本の読み聞かせ を英語活動 に導入 されるこ
とが検討試行 され、絵本教材 に光があたった
ことが わかる22)。
資料 『中学年 を対象 とした絵本 に関する基
本的な考 え方』で文部科学省があげる絵本の
読み聞かせのメリッ トは以下の通 りである。
コ ミュニケ ーシ ョンは、「話す」 ことと
い うより、相手の話 を 「聞 く」 ことか ら
始 まる。聞いて相手の話 していることが
わかる体験 をた くさん児童 にさせ ること




考え られる。絵本 の絵 か ら情報 を読 み取
り、状況 を理解 しなが ら、児童 は相手の
話 を聞 くこ とになるため、「聞いてわか
る」体験 をさせやすい。 また、選ぶ絵本





外 国語活動で も、外 国語 による絵本 の読
み聞かせを行 うこ とが考 えられ る。絵本
を題材 に、 グループでオ リジナル絵本 を
作 った り、 物語 を劇やペ ー プサー トを
使 って演 じてみた りさせ ることで、絵本




以上の事例 における検証か ら、絵本 の教材
化 をとお して司書、司書教諭、学校司書の役
割の共通点 と相違点が浮 き彫 りになった。 も
ちろん、司書教諭 ・学校 司書養成科 目である
「学習指導 と学校 図書館」の 中で、学習指導
における学校 図書館 の教材 センター としての
役割 を学修するが、そこには学校図書館の資
料 を読書材 として解釈 し、読書の側か ら見 る
とい う目線は不在がちである。
また、「ここでい う読書 とは、文学作 品 を
読 むことに限 らず、 自然科学 ・社会科学 関係
の本や新聞 ・雑誌 を読 んだ り、何か を調べ る
ために関係する本 を読 んだ りすることな ども
含 めた ものである」23)と記 されているように、
読書 を広義 に捉 えて教科教育等 と直結 させた
思想 がある ことを鑑 みる と、「読書 と豊か な
人間性」の領域が、いわゆる読書指導 ・支援
にとどまらない ことを証明 してい る。
司書 ・司書教諭 ・学校司書 の養成 にあたっ
て、 「絵本」 とい う資料 は同一 であって も、
活用方法に よっては、三者が寄 って立つ足場
が異 なることをふまえて、「児童サー ビス論」
と 「読書 と豊かな人間性」 において、司書、
司書教諭、そ して学校 司書の役割 について、
各 々解説す る必要があろう。
3.活 用方法 と しての読み聞かせ
読 み聞かせ とは、「読み手が本や絵本 を子
どもたちに読んで聞かせ ること。絵本の絵 を
見せ なが ら読んで聞かせ るのが一般的である
が、物語をただ読 んで聞かせ ることもある。
子 どもが物語に親 しむ きっかけを作 り、読書
の素地や動機付 けを行 うことが 目的であるが、
読み手である親や教 師、図書館員が 聞き手 で





み聞かせが 中心 である。一方、後者 は、学校
で授業中や休み時 間を利用 して行 われ、長編
小説の展 開の区切 りを押 さえた り、登場 人物
の関係 を把握 した りす る作業 を行 った り、 ノ
ンフィクシ ョンの場合 には正確 に読 むことに
焦点 をあてることもあ り、読解指導が加え ら
れてい るとい う点で、一般的な読み聞かせ の
概念 とは相違す るとい う特徴 がある」24)と定
義 され、子 どもと資料 を結びつける方法のひ
とつである。
本章では、読み聞かせ に着 目して、主に絵
本 の読みあい とアニマシオンに焦点 をあてて、
「児童サ ービス論」 と 「読書 と豊か な人間性」
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における司書、司書教諭、学校司書、それぞ
れの視座か ら検討する。
3.1.事 例 による検証=読 みあい
「読 みあい」 は、村 中李衣25)が提 唱 した、




絵本 を読み あ う関係 を続 けた。 この こ とが
「読 みあい」の原点 となっている26)。
「読 みあい」 には厳密 な規 定はない ものの、
下記の経過 をたど り行われることが多 い。
①2人 がペアになる。
②お互いにイ ンタビュー しあい、メモを取
る。(事前 に自己紹介 文 を記述す るこ と
もある)
③相手が気 に入 って くれそ うな絵本 を選ぶ。
④ こっそ り読む練習 をす る。
⑤後 日、お互いに持参 した絵本 を読みあう。
⑥読んで もらった気持ちを伝 えるメッセー
ジをカー ドに記入 し、相手 に贈 る。
読みあいを、小学校 で実践 した結果、学校
図書館 で教育 を担 う司書教諭の視点で見た場
合、児童が新 しい本 ・人 との出会い と心の交
流 を楽 しむという、生活的な読み聞かせの側
面 に加えて、教育的な成果(国 語科 における





・相手 か らの質 問 を正確 に聞 く力 。
・絵本の読 み聞かせ を聞 く力。
2.書 く
・質問に関す る解答 の要点 を簡潔 に書 き留
める力。
・相手に自分 の気持 ちを伝 えるための文章
を書 き表す力。
3.話 す
・相手の情報 を引 き出すために、質問 をう
ま く伝 える力。
・相手か らの質問に対 して適切 に答 えなが
ら自己 を表現す る力。
4.読 む
・選書 の際 に、相 手 にぴ った りな絵本 の
テーマ などを読 み取 る力。
・絵本 を読み聞かせ る力。
5,想像す る
・相手の立場 に立 って、気持 ちを想像す る
力。
「わた しはなぞ なぞがす きだか ら、読 んで も
らって とて もうれ しかったです。」
「お とな りさんは,ゆ っ くり大 きな声 で読ん
で くれたので,読 み とりやすかったです。
また読んで もらいたいです。」
「読 み方が上手で とて もお もしろかった。」
「自分 のためにその本 を選 んで くれてうれ し
かった。」
「相手の人が私 に合 った本 を選んで くれて、
うれ しかったです。」
「本 を通 して、相 手 の ことを よ く知れ ま し
た。」
「私が選んだ本 を相手の人が とて も喜んで く
れた ので、 とて も良い気持 ち になれ ま し
た。」




つ ま り、絵本の読み聞かせ(読 みあい)が 、
教育活動 としての機能 を果 た し、教材 として
の絵本は児童の学習において、読書指導 を超
えて、中内の言 う 「教育の 目標 内容 を効果的
に学 ばせ教 える」 ことに図 らず も貢献 してい
る。司書教 諭は、場合 によっては、読 みあい
の過程全 てにおいて教育的視点で推 し進め る
こともで きるが、学校司書 は 「4.読む 選
書 の際に、相手 にぴった りな絵本のテーマな




教育的分析 は薄 く、主 に利用者 である児童が
新 しい本 ・人 との出会い と心の交流 を楽 しむ
といった、生活的な読み聞かせ の側面 に着 目
す ることだろ う29)。
3.2.事 例 による検証=ア ニマシオン
「アニマシオン」は、「スペイ ンのジャーナ
リス トであるモ ンセラ ・サル ト(Montserrat
Sarto1919-)が、子 どもた ちに読書 の楽 し
さを伝 えるとともに読む力 を引 き出すために
1970年代か ら開発 した、グループ参加型の読
書指導 メソッ ド。アニマシオンはラテ ン語の
アニマ(魂 ・生命)に 端を発 し、人間の魂 ・
生命 を活性化す るとい う意味。75種類 にまと
め られた個々の手法 は 『作戦』 と呼ばれ、物
語や詩 の中にわざと間違いを入れて読み聞か
せた上 で間違 いを探 させた り、あ らす じをク
イズ にして出題 した りといったさまざまなプ
ログラムがあ り、深 く読む習慣、読解力、 コ
ミュニケーシ ョン能力 を養な う(原 文ママ)
こ とを目指す。 日本には1997年に刊行 された
「読書 で遊ぼ うアニマシオ ン:本 が大好 きに
なる25のゲーム』 に より紹介 され、 自分の考
えで読み解 き、伝 えられ る主体的な読み手 を
育てる試み として注 目されている」30)と定義
された、子 どもと資料 を結ぶ広義の読み聞か
せである。下記 に一部 を紹介す る31)。
① 「間違い探 し」
わざと間違えて読み、 間違いを発見 さ




集 中して本 を読み、話 し合 って問題解
決す る力 を育 てる。
③ 「前かな?後 ろかな?」
予め分割 した文章か ら、元 の物語 を組
み立てさせるゲーム。物語 の構成 を論
理的に把握 し、話 し合 って課題解決す
る力 を育てる。
筆者 によ り付 した上記の下線部 を見 る と、
「集中力 ・ク リテ イカル リーデイ ング ・問題
解決能力 ・論理的思考 ・コミュニケーシ ョン
能力」などの、教育現場 で育てたい力が散見
され る。司書教諭 としてアニマシオンを行 う
場面 を想定す ると、教科等の授業 において、
アニマシオンを行 う可能性 も思い浮かぶこと
だろう。 また、教育の 目標 内容を効果的に学
ばせ教 えるための方法 として、意識的にその
視点で絵本 をながめることが考 え られる。
一方、学校司書は授業者 のね らいにそって、
ふさわ しい資料 を選択提供す ることで役割 を
果たす。実践事例 として、い くつかが報告 さ
れ、有効性 が明 らかになっている32)。
足 立幸子 によるアニマシオンの源流 をた ど
る論考33)の中で、 スペ イ ンで は、「1)アニ
マシオンにはス トー リーテ リングのようなパ
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フオーマ ンス要素 がある ことと、2)アニマ
シオンが学校の教科 カリキュラム として、位
置づ けられていない ということ、である。 こ
れ らの問題 を解決す るためには、教 師が どの




アニマ シオ ン発祥 の地で調査を行った足立
は、上記の ような研究成果を明 らか にしてい
るが、 日本 にもたらされたアニマシオンが独
自の解釈 で、なか ば改変 されて、絵本な どの
資料 を用 いて学校教 育(主 に国語科)で 試み
られている。それは、足立の分析 を参考に し
つつ も、 「お話 を語 って聞かせ る というこ と
しか、読書指導の手法が無かった ところに、
この 『読書へのアニマ シオ ン』 の手法が開発
された」35)とい う時代背景の違いや、前出の
「集中力 ・ク リテ ィカル リーデ ィング ・問題
解決能力 ・論理的思考 ・コミュニケー ション
能力」な どのキーワー ドが、現在 の日本 の教
育界 で重要 とされる能力(キ ー コ ンピテ ン
シー)と 親和性 の高い もの となっていること
か ら、必然的に生 じた事象だ と考 えられる。
一一方、公共図書館 において、司書がアニマ
シオンを計画す る場面 を想定する と、教育的
な意 図は乏 し く、読書 をゲ ーム(純 粋 な遊
び)と して楽 しむ要素が 中心 となっている。
子 どもが物語 に親 しむ きっかけを作 り、読書
の素地や動機付 けを行 うこ とを目的 とした生
活的な読み聞かせ を目指す と思われる。 これ
は足立が論究 した ところの、読書へのアニマ
シオ ンは、「不特定 の子供た ちを集めて、読
書 に関す る活動 を行い、子供 に読書へ の関心
を呼 び覚 ます ことが、その特徴 である」36)と
い う、 アニマ シオ ンの源流に近い ものと考 え
られ る。
おわ りに





司書 と司書教諭 と学校司書が、「図書館 の
自由」 をバ ックボー ンとして、読書の楽 しみ
を中心 とした子 どもの読書環境 の保障 という
共通の読書支援 メガネを持 っていることは明
らかで ある。 この ことは、久野和子 が、「公
立図書館だけではなく、子 どもの読書環境その
ものを総体的 に捉 える複眼的視点が必要」37)
である と指摘 し、学校 図書館 に 目を向けてい
ることか らもうかがえる。




は無縁の フレームを備 えている。そ して学校
図書館 を支援二す る際 に、支援 としての教育 的
メガネを一時的 にかける。
一方、学校 において読書指導 を担 う司書教
諭 は、基本的には読書指導 と学習指導の場 に
おける教育的メガネをかけて、絵本な どの資
料 をながめ、広義の読み聞かせ等 の方法で活
用する。教員 として、学校 図書館 の絵本な ど
の資料 を用いた読書指導 をとお して読書 を推
進 し、情意的な意味での豊かな人間性 を育成
す ることと並列 して、図書館 の絵本な どの資
料 を教材 として読むこ とで活用 し、教科内外
での学習指導 をとお して教育 を推進 し、学力
的な意味での豊か な人間性 を育成す る。 ここ




それに対 して、学校 とい う教育現場 におけ
る学校 司書は、読書支援 メガネと教育的メガ
ネ を同時 にかけてい る と考 え られ る。「図書
館の 自由」が保障する、強制 とは無縁 の読書
を支援す るという司書 としての立場 と、学校
教育において読書支援や学習支援 を行 うとい
う立場 を、二項並列的 に両立 させ ている。つ
まり、支援二の 目で教育 を透か しながめる と同
時 に、教育的ではあるが指導 とは一線を画 し
た 目で支援 を行 う存在である と言 える。司書
(職員)で あ りなが ら、教 育的な物 の見方 が
要求 される場面があ り、そこには、 もちろん
前述の 「図書館の 自由」 との間で葛藤が生 じ
る場合があることは指摘 されている38)。換 言
すれば、それが学校司書 の特徴 であ り、専門
性ではないか と考え られる。
その ことをふ まえて、本稿のは じめに示 し
た学 校司書 の養成科 目 「読 書 と豊 か な人 間
性」 に関する内容 を再見す る と、筆者 によっ
て付 した下線部の 「指導」 に関 しては、司書
教諭 との比較 を行いなが ら講 じる必要が あろ
う。
1.読書の意義 と目的
2.読 書 と心の教育(読 書の習慣形成 を含
む)
3.発達段 階に応 じた読書の指導 と計画
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